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鮮
な
野
菜
自
分
の
手
で
ノ

f
一
一
坪
農
園
に
ぎ
わ
う

昭
和
町
教
育
委
員
会
主
催
の
一
坪
農
園
開
園
式
が
、

四
月
十
四
日
上
河
東
宝
田
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
元
の
井
上
武
さ
ん
の
遊
休
地
を
お
借
り
し
た
農
園

に
は
、
ニ
十
ニ
組
五
十
人
を
越
す
親
子
が
集
ま
り
ま

し
た
。ま

ず
手
始
め
と
し
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
種
を
植
え

ま
し
た
が
、
ク
ワ
の
持
ち
方
、
肥
料
の
ま
き
方
、
芋

の
切
り
方
、
植
え
方
、
う
ね
の
切
り
方
ま
で
講
師
の

井
上
亨
さ
ん
に
て
い
ね
い
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。す

で
に
青
い
芽
が
出
そ
ろ
い
、
栽
培
者
は
今
か
ら

収
穫
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

=青空と緑と産業のまち昭和町=

rl(~) 本町は
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冬季大会…61年 1月 28日，...， 31日

夏季大会…61年 9月 7日，...， 10日

秋季大会…61年 10月 12日，...， 17日
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61年 10月 25日，...， 26日



を
注
ぐ
反
面
、
住
民
の
生
命
や
財
産
の
…

維
持
、
又
災
害
復
旧
等
に
尽
力
さ
れ
た
日

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
比

河
西
氏
は
「
今
回
の
受
章
は
私
一
人
目

の
力
で
は
な
く
、
多
く
の
よ
き
友
の
協
日

力
や
、
妻
の
内
助
の
功
が
あ
っ
た
か
ら
日

昭
和
二
十
五
年
一
月
に
地
元
消
防
団
乙
そ
。
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
刊

に

入

団

、

以

後

五

十

六

年

に

町

消

防

団

と

喜

ん

で

い

ま

し

た

。

比

わ

一

長

を

や

め

る

ま

で

消

防

業

務

向

上

に

力

昭

和

町

西

条

六

八

七

六

十

歳

…

高司

昭和 60年 6月1日発行 (2) 

高
野
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
七
年
昭
和

町
に
始
め
て

一
坪
図
書
館
を
設
立
し
以

来
も
く
も
く
と
実
績
を
積
み
あ
げ
な
が

ら
、
地
域
に

一
坪
図
書
館
の
設
置
を
推

進
定
着
さ
せ
現
在
館
長
会
議
会
長
と
し

て
努
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
青
少
年
健
全
育
成
に
対
す
る

関
心
が
深
く
地
域
の
指
導
者
と
し
て
長

期
間
に
わ
た
り
努
力
す
る
と
共
に
昭
和

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
サ
ッ
カ
ー
コ

ー

チ
と
し
て
も
少
年
達
の
心
身
の
鍛
練
と

人
間
的
マ
ナ
ー
を
目
ざ
し
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
健
全
育
成
に
努
力
さ
れ
て
い
る

熱
意
と
努
力
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

(
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
)

つよし

*
一
坪
図
書
館
の
普
及
発
展
に
尽
力

南

野

幸

報

西

条

二

区

広

氏河西初男

氏高野幸一

*
*
「
家
庭
の
日
」
作
文
*
*

「
姐
母
が
子
供
達
の
話
し
相
手
の

我
が
家
の
子
育
て
」

;可

ポ亀
ロ

松
子

西

樋
口
さ
ん
の
家
庭
は
、
夫
婦
と
小
学

生
二
人
、
そ
し
て
祖
母
の
五
人
家
族
で

あ
る
が
主
人
は
仕
事
の
関
係
で
夜
は
お

そ
く
、
母
親
も
ま
た
昼
は
勤
め
、
夜
は

婦
人
会
、

P
T
A
な
ど
で
出
か
け
る
乙

と
が
多
い
た
め
、
夕
食
の
仕
度
を
し
て

い
る
台
所
に
い
る
問
、
母
親
の
回
り
に

ま
つ
わ
り
話
し
合
う
時
間
が
母
子
の
対

話
で
あ
る
が
、
幸
い
祖
母
が
健
康
で
あ

る
乙
と
か
ら
相
手
を
し
た
り
、
厳
し
く

も
叱
り
ま
た
、
家
族
関
係
に
つ
い
て
も

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
る
、
乙
ん

な
家
庭
で
あ
る
母
と
子
、
父
と
子
、
祖

母
と
孫
の
三
本
の
糸
を
し
っ
か
り
ね
り
、

よ
り
太
い
強
い
糸
と
し
て
子
育
て
に
精

を
出
し
た
い
と
訴
え
た
実
践
例
が
見
ご

と
最
優
秀
に
か
が
や
き
県
民
会
館
で
行

わ
れ
た
県
民
会
議
総
会
で
自
か
ら
朗
読

発
表
し
ま
し
た
。

r -
*
*
「家
庭
の
日
」
作
文
*
*

「家
の
教
訓
を
大
切
に
親
が
示
す

子
育
て
」

西
'
条
-
一
区

若
尾
多
美
子

若
尾
さ
ん
の
家
庭
は
、
両
親
、
男
子

高
校
生
と
女
子
中
学
生
そ
し
て
身
障
者

の
祖
母
の
五
人
家
族
で
あ
る
が
、
男
の

子
は
、
日
頃
厳
格
な
父
親
と
の
話
し
合

い
か
ら
そ
の
態
度
や
行
動
を
見
習
わ
せ

女
の
子
に
は
、
身
障
者
で
あ
る
祖
母
K

対
す
る
母
親
の
心
づ
か
い
を
日
常
生
活

か
ら
知
ら
せ
る
乙
と
に
よ
り
、
お
年
寄

り
に
は
や
さ
し
く
す
る
よ
う
、
子
供
達

に
教
え
な
く
て
も
自
然
に
心
づ
か
い
を

し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
し
て
い
つ
も
笑
顔
の
毎
日
を
計
画

的
に
実
行
し
よ
う
と
い
う
家
の
教
訓
を

大
切
に
し
て
い
る
実
践
例
が
見
ご
と

佳
作
と
な
り
表
彰
さ
れ
た
。

氏若尾多美子

*
*
青
少
年
を
育
む
日
の

地
域
活
動
に
努
力
*
*

氏樋口松子

団
体
表
彰

上
河
求
-
一
区
育
成
会

上
河
東
二
区
育
成
会
は
、
近
年
子
供

達
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
と
と
か
ら

地
区
を
あ
げ
て
青
少
年
健
全
育
成
に
重

点
を
置
く
地
域

c

つ
く
り
に
心
が
け
毎
月

第
三
日
曜
日
の
青
少
年
を
育
む
日
に
は
、

大
人
も
子
供
も
総
出
動
で
区
内
の
環
境

事入札結果エ
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美
化
に
つ
と
め
た
り
親
子
季
節
の
昧

c

つ

く
り
学
級
の
開
催
や
手
工
芸
作
品
展
示

会
を
行
う
な
ど
、
心
を
豊
か
に
す
る
文

化
活
動
及
び
自
然
に
親
し
む
体
育
、
野

外
活
動
な
ど
、
育
成
会
、
子
供
ク
ラ
ブ
、

P
T
A
等
の
連
帯
感
を
深
め
な
が
ら
ア

イ
デ
ア
に
富
ん
だ
行
事
を
取
り
入
れ
明

る
い
地
域
ず
つ
く
り
に
つ
と
め
て
い
る
努

力
と
成
果
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

上河来二区育成会

工事名 工事場所 落札金額 落札業者

昭和町総合会館 千円

建設用地外周水 押 越 河澄工業

路新第設工事 4.155 
(~ 1工区) 地 内 押越 1657

同 上 押 越 内藤 組
3，450 

(第 2工区) 地 内 押越2133

プール敷地造成
工事 押 越 明友建謝槻

[南消「 4.194 

和出張所建 1，092 上河東

設用地 875-1 

昭和 60年 4月執行分

(総務課)



わ

盛況だった社会福祉まつり

つよし報広( 3. )昭和 60年 6月 1日発行

-
五
月
十
九
日
側
吋
社
会
福
祉
協
議
会
、
王
催
に
よ
る
、
目

、
・
老
若
男
女
の
交
流
の
輸
を
ひ
ろ
げ
、
比
成
ぐ
る
み
で
、
一

一
桔
私
の
吋
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
今
年
も
第
六
四
社
…

会
福
祉
ま
つ
り
が
、
可
氏
体
育
館
に
お
い
て
六
十
五
歳
一

以
上
の
高
齢
者
・
身
体
障
害
者
・
母
子
家
庭
・
一
般
町
一

氏
の
方
々
な
ど
約
五
百
名
が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
一

ま

し

た

。

日

ま
つ
り
は
、
テ
レ
ビ
等
で
な
じ
み
の
深
い
芸
能
人
を
一

招
き
、
講
談
、
万
才
、
曲
芸
ま
た
、
些
危
有
志
に
よ
る
一

寸
劇
等
が
次
々
と
披
露
さ
れ
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
一

ま
た
、
特
設
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
締
人
会
、
愛
育
一

会
の
皆
さ
ん
の
手
づ
く
り
の
、
お
で
ん
、
麦
茶
の
心
の
一

こ

も

っ

た

接

待

が

さ

れ

大

好

評

で

し

た

。

一

し殿まな酒生伝 盛人
ま様たどのき 学 午大大五
し ) 、 笑 飲 方 長 前 に 学 月
たが昼いみにに中行が 二
o 行食の方つよ、わ約日
わ後 中 、 い る 定 れ 二 中
れはでタて「期ま五央
て 映 話 ノ イ 」 乙 総 し O 公
一画しコ 講 れ会た名民
日会がの漬かに D の館
楽 ( 進 害 が ら 続 参講
し寅み、あのい 加堂
く次ま食り老て にで
過 郎 し 生 、 人 井 よ
ごとち活おの口 り 老

/ 

/ 

学
長
に
よ
る
講
演
の
一
コ
マ

ふ
/
る
/
み
す
/
を
/

自
分
の
足
で
た
し
か
め
て
み
よ
う

昭
和
町
教
育
委
員
会
主
催
の
春
季

歴
史
ふ
る
さ
と
さ
ん
ぽ
が
四
月
二
十

一
日
目
小
中
学
生
は
じ
め
多
数
の
参

加
を
集
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

乙
れ
は
、
甲
府
市
近
郊
の
純
農
村

-

地
帯
で
あ
っ
た
昭
和
町
が
日
ご
と
に

都
市
化
が
進
み
変
わ
ろ
う
と
す
る
中

で
私
た
ち
の
祖
先
が
は
ぐ
く
み
育
て

た
、
長
い
村
の
歴
史
を
自
分
の
足
で

た
し
か
め
、
自
然
や
文
化
財
を
た
ず

ね
郷
土
の
よ
さ
を
見
直
す
目
的
で
実
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
町
の
文
化
財
審
議
委
員
、

柳
沢
八
十
一
氏
を
招
き
蛍
見
橋

I
水
源

地

1
若
宮
神
社

1
義
清
神
社

1
み
の
ぶ

道
を
春
の
陽
ざ
し
を
浴
び
な
が
ら
散
策

し
ま
し
た
。

ま
た
、
次
回
の
秋
季
ふ
る
さ
と
さ
ん

ぽ
に
つ
い
て
は
、
常
永
方
面
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

熱心に説明を聞く参加者
(山本忠告の墓)
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国
体
に
む
け
て
郷
土
や
ま
な
し
を
よ
く
知
り

町
氏
み
ん
な
が
ガ
イ
ド
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

一
三

O
O人
に
も
の
ぼ
る
軍
団
出
陣
は
、
武
者
祭

り
と
し
て
全
国
屈
指
。
参
加
者
も
県
下
各
市
町
村

花
百
一
っ
て
い
る
と
乙
ろ
か
ら
、
文
字
通
り
の
県
民

ま
つ
り
で
あ
る
。
毎
年
県
外
か
ら
二

O
万
人
の
人

出
で
賑
わ
う
。

季
節
の
花
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
る
ま
つ
り
と

し
て
は
、
石
和
温
泉
郷
の
桃
の
花
ま
つ
り
や
、
八

ヶ
岳
山
麓
美
し
森
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
韮
崎
市
郊
外

の
甘
利
山
つ
つ
じ
ま
つ
り
、
櫛
形
山
の
あ
や
め
ま

つ
り
は
有
名
で
あ
る
。

観
光
客
誘
致
の
ま
つ
り
で
は
河
口
湖
湖
上
祭
、

山
中
湖
の
報
湖
祭
な
ど
富
士
五
湖
の
そ
れ
ぞ
れ
の

湖
で
湖
祭
り
が
あ
り
、
下
部
温
泉
郷
の
信
玄
公
か

く
し
湯
ま
つ
り
も
有
名
。

郷
土
芸
能
は
、
地
域
の
保
存
会
な
ど
で
守
り
続

け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
一
瀬
高
橋
の
春

駒
・
天
津
司
舞
等
県
の
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
る
も
の
は
十
指
を
数
え
る
。

h
o

文
化
財

史
跡
に
は
武
田
三
代
(
信
虎
・
信
玄
・
勝
頼
)

を
中
心
と
し
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
地
形
条
件

等
か
ら
名
勝
地
や
天
然
記
念
物
も
多
い
。
国
宝
五
、

国
指
定
の
重
要
文
化
財
一
二
三
に
県
指
定
の
文
化

財
を
合
わ
せ
る
と
そ
の
数
は
四
五

O
K
も
の
ぼ
る
。

国
宝
で
は
勝
沼
町
大
善
寺
の
本
堂
を
は
じ
め
、

甲
斐
源
氏
代
々
の
家
宝
の
塩
山
市
菅
田
天
神
社
の

小
桜
章
威
鎧
(
乙
ざ
く
ら
い
お
ど
し
よ
ろ
い
)
兜

大
袖
付
(
楯
無
鎧
H

た
て
な
し
よ
ろ
い
)
塩
山
市

向
岳
寺
の
絹
本
著
色
達
磨
図
、
身
延
山
久
遠
寺
の

絹
本
著
色
夏
景
山
水
図
・
山
梨
市
清
白
寺
の
仏
殿

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

国際青年年記念論文募集 I 包》募集テーマ

「国際青年年を契機に私は」

応募資格:35歳未満の青年(昭和60年 4月1日現在〉

論文枚数:400字詰原稿用紙で10枚以内。さらに住所、氏

名(ふりがな〉、生年月日、性別、職業(勤務

先)または学校名、電話による連絡先を名記し

た別紙を添付してください。

.外国人の場合も邦文で提出してください。

企応募論文は返却しません。

企論文は未発表のものに限ります。

切:昭和60年6月15日比)[当日までに必着の乙と 3
出先:干 100 東京中央郵便局留置

国際青年年記念論文係

人
権
擁
護
委
員
制
度

を
御
存
じ
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
会
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
見
守

る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人
権
擁
護

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
乙
れ
が
人

権
擁
護
委
員
制
度
の
始
ま
り
で
す
。

全
国
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
六
月
一

日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
定
め
、

乙
の
日
を
中
心
と
し
て
み
な
さ
ん
と
と
も

に
一
層
の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る

乙
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

あ
な
た
の
町
K
は
昭
和
町
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次

の
人
権
擁
護
委
員
が
お
り
ま
す
。

※

相

談

は

、
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
K
Jご
相
談
下
さ
い
。

締

提
所住国竺名

*
ま
つ
り
と
芸
能

山
梨
の
ま
つ
り
で
代
表
的
な
も
の
は
、
日
本
三

/
大
奇
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
吉
田
の
火
祭
り
」

/

が

あ

る

o

v
N
毎
年
七
月
一
日
の
山
開
き
で
迎
え
た
富
士
山
の

ど
神
体
を
、
再
び
山
に
送
る
た
め
麓
の
人
た
ち
が

E

バ
f
j
行
う
山
じ
ま
い
の
ま
つ
り
で
、
乙
の
ま
つ
り
が
終

一
℃
る
と
山
麓
の
秋
は
か
け
足
で
訪
れ
る
。
八
月
二
十

一
血
叶
ジ
六
日
の
夜
、
富
士
吉
田
市
で
行
わ
れ
る
。

一

d
d
ぶ
ど
う
郷
、
勝
沼
の
鳥
居
焼
の

工
け

U

Q試
Jr

ま
つ
り
も
有
名

一一一一一一一一

νw刊
山
京
都
の
大
文
字
焼
と
同
じ
よ
う
に
、
柏
尾
山
の

1
T
i
J
1
3
7
中
腹
に
浮
き
出
る
大
き
な
鳥
居
形
の
火
は
、
秋
の

-
医
一
)
一
一
一
史
夜
空
を
彩
る
甲
府
盆
地
の
風
物
誌
の
一
つ
で
も
あ

‘t
t
i
-
-
t

る。

一
一
一
史
可
山
」
甲
府
湯
村
の
厄
除
蔵
尊
祭
り
も
全
国
に
名
高
い
。

『

l
t
u
u
真
言
宗
の
名
刺
福
田
山
塩
沢
寺
に
杷
ら
れ
る
地
蔵

」
日
也
菩
薩
は
、
一
年
に
た
っ
た
一
度
、
だ
け
耳
が
聞
乙
え
、

F
H巴
乙

の

日

お

詣

り

を

す

れ

ば

そ

の

年

の

災

厄

は

全

て

h
ペW

逃
れ
ら
れ
る
と
い
う
と
乙
ろ
か
ら
、
一
般
の
参
詣

作

-Y以
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ゃ
く
歳
に
当
た
る
者
、
前
厄
・

日

リ

本

厄

・

後

厄

の

三

年

間

は

必

ず

お

詣

り

す

る

。

二

一
F
E
-
-

月
十
三
日
の
夜
か
ら
十
四
日
の
昼
ま
で
賑
わ
い
を

l
'

一
呈
す
。

!
J
J

一
冬
の
ま
つ
り
と
し
て
は
身
延
山
久
遠
寺
の
節
分

l
1
1

会
凶
も
知
ら
れ
て
い
る
。
日
蓮
宗
総
本
山
と
い
う

れ

刈

意

味

だ

け

で

な

し

に

、

暦

の

上

で

新

し

い

春

を

呼

口
H
、

ぶ

山

国

の

風

物

詩

の

一

つ

。

れ

νJ

↑
新
し
く
作
ら
れ
た
ま
つ
り
の
第
一
は
信
玄
公
ま

J

わ
U

¥

つ
り
が
あ
る
。

/

¥

甲

州

軍

団

出

陣

は

毎

年

四

月

上

旬

の

土

曜

日

、

|協議会|
役職|

中巨摩郡昭和町

国際青年年を契機に自分自身を見つめ直してみよう。そし

てキミたちがいろいろな活動のなかで学んだ体験や、地域

や社会のために何かガンバりたいとか、国際社会で活躍し

たいという夢や決意を原稿用紙にぶつけてみないか。

大問合せ先一総務庁青少年対策本部国際青年年担当室
電話 03( 581 ) 0439 

井口 等 男 団体役員 西条 4286

常務委員 雨宮{有弐 男 無 職 河東中島 2026

田中良夫 l男 無 職 築地新居 629
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大

会

に

第
六
回
昭
和
町
地
区
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
(
主

催
・
昭
和
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
)
が
、
四
月
二
十
一
日
日
押

原
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
各
地
区
よ
り
十
ニ
チ
l
ム
が
参
加
し
て

決
勝
戦
ま
で
十
一
試
合
に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
、
西
条
ニ
区
チ
l

(ソフトボール選手権大会)

準優勝一西条新田

三 位一清水新居
( 2チーム)

1可

⑫

河

東

中

島

⑪

紙

漉

阿

原

⑩

西

条

二

区

⑦③⑨  
上飯押

女試合の結果責

優勝一西条ニ区

位 一上 河東

⑥
上
河
東
二
区

⑤

清

水

新

居

④

築

地

新

居

③

河

西

②

西

条

一

区

①
西
条
新
田 東喰越

れ会和
大河)町
会西がマ
のチ町マ
結 l民さ
果ム体ん
はが育パ
次優館レ
の勝に l
とし於ボ
おまて l

O り し 十 ル
でた一大
す。チ会

ム主聞
が催日
参昭に
加和第
し町十
て体六
行育回
わ協昭

熱

戦

l
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、

⑪
上
河
東
二
区

⑬

河

西

⑨

押

越

準優勝一西条一区

三位西条新田

( 2チーム)

(ママさんバレーボール大会)

女試合の結果女

優勝一河 西

三位一上河東

⑦ ③  
飯上

河

⑥

紙

漉

阿

原

⑤
西
条
新
田

④
築
地
新
居 喰 東

昭
和
町
区
長
会

役

員

決

ま

る

区
長
会
長
保
坂
敏
弥
(
清
水
新
居
)

区
長
会
副
会
長
山
下
孝
弘
(
河
東
中
島
)

区
長
会
副
会
長
聖
七
折
早
大
〈
誕
地
新
居
)

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長
及
び
職
務
代
理
者

委

員

長

職
務
代
理
者

油井
川口

威
(
西
条
二
区
)

行
広
(
河
西
)

品
市
消
費
生
活
相
談
は

消
費
生
活
相
談
員
へ
必
ず

住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
よ
り
よ
い
消

費
生
活
を
営
む
乙
と
が
で
き
る
よ
う
、

み
な
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
と
な
っ
て

い
た
だ
く
消
費
生
活
相
談
員
が
県
か
ら

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
は
、
私
達
が
受
け
る
消
費
生
活

上
の
被
害
や
苦
情
も
衣
、
食
、
住
の
問

題
か
ら
、
訪
問
販
売
や
割
賦
販
売
等
の

契
約
上
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
。

苦
情
や
相
談
は
、
お
気
軽
に
消
費
生

活
相
談
員
に
申
し
出
ま
し
ょ
う
。

本
町
の
相
談
員
は
次
の
方
々
で
す

(
敬
称
略
)

は
な
江
(
上
河
東
二
区
)

電
話
七
五
|
三
六
二
二

さ
だ
子
(
築
地
新
居
)

電
話
七
五
|
二
三
六
七

孝
枝
(
紙
漉
阿
原
)

電
話
七
五
|
二
七
六

一

総
見
上

兆一
W

磯
部

諜
窪
田

緑
の
大
敵

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が

発
生
し
て
お
り
ま
す
。

乙
の
害
虫
は
、
サ
ク
ラ
、
プ
ラ
タ
ナ

ス
、
ヤ
ナ
ギ
、
ク
ワ
、
カ
キ
、
な
ど
に

特
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

植
物
の
葉
を
食
べ
、
繁
殖
力
が
旺
盛
、

最
悪
の
場
合
に
は
枯
死
す
る
乙
と
も
あ

り
ま
す
。

各
家
庭
で
は
充
分
注
意
し
て
、
見
つ

け
た
ら
巣
を
切
り
取
り
ふ
み
つ
ぶ
す
か
、

焼
き
す
て
る
、
高
い
枝
の
巣
に
は
、
竹

の
先
に
ハ
サ
ミ
の
つ
い
た
高
枝
切
り
を

使
用
し
て
、
切
り
取
る
も
よ
り
方
法
で

す。
高
い
木
で
巣
が
と
れ
な
い
場
合
、
ま

た
は
防
除
す
る
木
が
多
い
場
合
、
薬
剤

の
散
布
を
し
て
下
さ
い
。

薬
剤
ほ
、
農
業
用
デ
ィ
プ
レ
ッ
ク
ス

乳
剤
、

D
D
V
P
乳
剤
な
ど
を
使
用
し

ま
す
が
、
取
り
扱
い
に
は
充
分
注
意
し

て
下
さ
い
。

な
お
、
病
害
虫
発
生
予
察
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

。
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

三
ニ

i
八
三
八
三
ま
で

下72……7
j育喜E裡 j
《十に業 ~ ~ 

j星空言 り i
3日五基は 3
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マ
ス
コ
ミ
の
報
道
で
は
今
年
は
三
年

周
期
の
花
粉
症
患
者
の
大
発
生
が
予
測

さ
れ
る
と
か
、
有
効
な
対
策
や
治
療
の

方
法
は
少
な
い
と
か
、
特
殊
な
マ
ス
ク

や
眼
鏡
な
ど
で
防
御
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
か
、
い
ず
れ
も
騒
ぎ
過
ぎ
と
し

か
思
え
な
い
よ
う
な
大
げ
さ
な
報
道
が

目
立
っ
た
が
、
実
際
は
現
在
で
は
き
わ

安
い
わ
ゆ
る
ス
ギ
花
粉
症
に
つ
い
て

わ

鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
の
一
種
に
含
ま
れ
る

ス
ギ
花
粉
症
は
、
ス
ギ
を
始
め
と
す
る

多
く
の
樹
林
で
固
ま
れ
る
山
岳
県
で
あ

る
本
県
で
は
か
な
り
多
数
の
患
者
さ
ん

の
発
生
が
み
ら
れ
、
関
東
甲
信
越
地
方

で
も
そ
の
患
者
数
は
か
な
り
上
位
に
あ

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

当
大
学
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
外
来
に
も

昨
年
以
来
か
な
り
多
数
の
花
粉
症
患
者

が
訪
れ
て
い
る
が
、
昨
年
末
頃
か
ら
本

年
一

t
二
月
頃
ま
で
に
か
け
て
の
新
聞

や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
の
異
常
と

も
い
え
る
過
剰
な
騒
ぎ
方
ほ
ど
に
は
今

春
は
頻
発
し
な
か
っ
た
乙
と
は
幸
い
だ

っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
甲
府
盆
地
の
ほ

ぼ
中
央
の
山
梨
医
科
大
学
病
院
で
の
花

粉
の
飛
散
状
況
の
計
測
の
結
果
か
ら
み

る
と
、
今
年
は
三
月
三
l
四
日
頃
に
始

ま
り
四
月
下
旬
頃
ま
で
で
、
幸
い
大
型

連
休
に
入
る
前
に
ほ
と
ん
ど
消
失
し
て

い
る
。

-つよし報広

村

上

彦

最

め
て
有
効
な
治
療
法
も
確
立
さ
れ
つ
つ

あ
る
、
だ
け
で
な
く
、
予
防
的
対
策
も
十

分
に
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
疾
患
で

あ
る
の
で
、
報
道
ほ
ど
に
は
厄
介
な
疾

患
で
は
な
い
と
い
え
る
。

と
は
い
え
乙
の
ス
ギ
花
粉
症
は
、
い

っ
た
ん
発
症
し
た
場
合
に
は
日
常
生
活

は
も
と
よ
り
社
会
生
活
に
対
す
る
影
響
、

た
と
え
ば
集
会
な
ど
に
出
席
す
る
時
な

ど
は
大
き
な
支
障
と
な
り
か
ね
な
い
の

で
適
切
な
治
療
法
が
大
切
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
局
所
療
法
(
直
接
鼻
腔
や
眼

険
の
粘
膜
に
点
鼻
、
点
眼
、
ス
プ
レ
ー

を
す
る
方
法
)
で
か
な
り
劇
的
な
効
果

を
も
っ
薬
剤
も
開
発
さ
れ
て
お
り
、
乙

れ
に
内
服
薬
を
併
用
す
れ
ば
良
好
な
効

果
が
期
待
で
き
る
。
一
方
ス
ギ
花
粉
症

は
早
く
て
二
月
下
旬
か
ら
始
ま
り
、
二

I
三
カ
月
間
程
度
の
季
節
性
の
あ
る
疾

患
な
の
で
、
発
生
が
予
期
さ
れ
る
時
期

よ
り
も
四
、
五
週
前
か
ら
予
防
効
果
の

あ
る
薬
剤
を
内
服
し
て
予
防
あ
る
い
は

も
し
発
症
し
で
も
軽
症
で
す
む
方
法
も

あ
る
の
で
、
毎
年
の
よ
う
花
と
の
疾
患

に
悩
ま
さ
れ
る
向
き
に
は
、
発
病
す
る

前
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科
専
門
医
に
相
談
さ

れ
る
と
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

女大歯みがきI，r磨(Jのでl'抱〈女

rこ意り落曹』巴i

歯
み
が
き

は
、
む
し
歯

予
防
に
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、

た
だ
漫
然
と

み
が
い
て
い

た
の
で
は
、

あ
ま
り
効
果

は
あ
り
ま
せ

ん。
正
し
い
歯

み
が
き
は
、

歯
ぶ
ら
し
で

「
磨
く
」
の

で
は
な
く
、

実
は
「
こ
す

り
落
と
す
」

と
い
っ
た
作

業
が
大
切
な

の
で
す
。
で

は
、
何
を
こ

す
り
、
何
を

落
と
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ

う
か
。六

月
四
日

か
ら
十
日
は

「
歯
の
衛
生

週
間
」
。
乙

の
機
会
に
、

歯
の
正
し
い

み
が
き
方
を

も
う
一
度
確

認
し
、
歯
の

健
康
に
つ
い

山
梨
医
科
大
学
教
授
(
耳
鼻
咽
喉
科
)

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ミ
ユ

I
タ
ン
ス
が

歯
垢
に
な
る

む
し
歯
を
防
ぐ
に
は
、
一
に
も
こ
に

も
歯
み
が
き
が
大
切
だ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
大
切
な
の
で
し

ょ
う
か
。

む
し
歯
は
、
口
の
中
の
ミ
ュ

l
タ
ン

ス
と
い
う
菌
が
引
き
起
こ
し
ま
す
。
と

の
菌
は
、
口
の
中
に
い
つ
も
い
て
、
主

に
糖
分
を
栄
養
K
繁
殖
し
ま
す
。

食
事
の
度
に
、
い
ろ
い
ろ
な
食
品
が

口
に
入
り
、
そ
れ
ら
の
糖
分
を
栄
養
と

し
て
ミ
ュ
!
タ
ン
ス
は
増
え
、
歯
垢
(

プ
ラ
l
ク
)
と
な
っ
て
歯
の
表
面
に
く

っ
つ
き
ま
す
。
こ
の
歯
垢
の
中
に
で
き

た
「
酸
」
が
次
第
に
歯
を
溶
か
し
て
い

く

l
l
乙
れ
が
む
し
歯
な
の
で
す
。

ミ
ユ

l
タ
ン
ス
の
増
殖
を

防
ぐ
基
本
的
な
み
が
き
方

最
近
の
食
品
を
見
る
と
、
歯
に
付
き

や
す
い
粘
着
性
高
い
加
工
食
品
や
糖
分

の
多
い
食
品
な
ど
、
ミ
ュ

1
タ
ン
ス
菌

が
繁
殖
し
や
す
い
条
件
を
そ
ろ
え
た
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。
む
し
歯
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
ミ
ュ

l
タ
ン
ス
菌
を
増

や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
ミ
ュ

l
タ
ン
ス

の
塊
、
つ
ま
り
歯
垢
を
取
り
除
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

ぺ手

し
か
し
、
い
く
ら
時
間
を
か
け
て
み

が
い
て
も
、
歯
の
表
面
全
体
に
歯
ブ
ラ

シ
が
あ
た
ら
な
い
と
、
歯
垢
は
落
ち
て

く
れ
ま
せ
ん
。
正
し
い
み
が
き
万
は
‘

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を
歯
全
体
に
均
等
に

あ
て
て
み
が
く
こ
と
な
の
で
す
。

で
も
、
言
う
の
は
簡
単
。
歯
の
形
は

一
本
一
本
違
い
ま
す
し
、
奥
の
ほ
う
で

よ
く
見
え
な
い
所
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
.

歯
並
び
の
良
し
悪
し
で
も
み
が
き
方
は

違
っ
て
き
ま
す
。

自
分
で
は
て
い
ね
い
に
み
が
い
て
い

る
つ
も
り
で
も
、
長
い
間
に
は
ク
セ
と

な
っ
て
よ
く
み
が
け
な
い
所
も
で
て
く

る
1

1

こ
う
い
っ
た
乙
と
が
な
い
よ
う

に
、
ま
ず
は
基
本
的
な
み
が
会
方
を
学

び
ま
し
ょ
う
。



おしらせ

轡

中
央
公
民
館
で
は
生
涯
学
習
の
一
環

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
教
室
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
「
基
礎
を
学
ぶ
」
乙
と
に

重
点
を
お
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
初
心

者
は
ふ
る
っ
て
ど
参
加
下
さ
い
。

。
お
問
い
合
せ
・
申
し
込
み
は
昭
和
町

中
央
公
民
館
(
七
五
)
三
七
三
七
ま
で

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

わ-つよ

教室名 日 時 申込み 参加費 講師 内容のあらまし

6月 7日幽 ブローチ・ベン

14日幽 定員 20名 ダン卜・ネック

21日(命 2，∞0円 新津清二 レス等の七宝焼

七宝焼教室 28日;翁 申込み〆切 先 生 技法の初歩を学

7日5日幽 6月5日 よミ

午前 9: 30 

-11 : 30 

おかあさん 6月13日附 使い捨てられた

の 20日附 定員 30名 材料(空き缶・

26日(71<) 1，000円 斉藤岳南 紙コップ)でコ

民芸教室 7月3日ヤ1<) 申込み〆切 先 生 マ・貯金箱等を

10日(7J¥) 6月9日 作る。

午後 2: 00 また、た乙をつ

-4 : 00 くって揚げる。

7月9日りd 1.漢字(椿書)

16目的 定員 25名 2. ソ ( 11 ) 

23日りd 500円 伊藤久士
3. 11 (行書)
4.かな

書道教 室 30日υd 申込み〆切 先 生 (し、ろは単体)
8月2日伏) 7月5日 5かな

午前 9: 30 (つづきがき)

-11 : 30 初めての人を対
象iζ書道の基本
をならう

し報広(7)昭和 60年 6月 1日発行

市
や
町
村
で
お
働
き
の
内
職
者
な
ど

家
内
労
働
者
の
皆
さ
ん
の
労
働
条
件
の

向
上
を
図
る
た
め
最
低
工
賃
の
設
定
、

危
険
有
害
業
務
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の

安
全
及
び
衛
生
の
確
保
、
特
定
の
有
害

業
務
に
従
事
す
る
皆
さ
ん
の
労
働
保
険

特
別
加
入
促
進
等
の
対
策
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

特
に
家
内
労
働
手
帳
は
委
託
条
件
を

文
書
で
明
確
に
し
委
託
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぎ
皆
さ
ん
の
権
利
を
保
護
す
る

た
め
の
基
本
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
機

会
に
家
内
労
働
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

方
は
委
託
者
よ
り
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
記
入
事
項
を
確
か
め
大
切
に
保
在
し

ま
し
ょ
う
。

仕
事
を
す
る
上
で
相
談
し
た
い
事
や

困
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
相

談
し
て
下
さ
い
。

V
山
梨
労
働
基
準
局
賃
金
課

T
E
L

五
二

i
四
八
五
六

V
甲
府
労
働
基
準
監
督
署

T
E
L

二
四
l
五
六
一
一

加
入
者
債
券
、
特
別
で
ん
で
ん
債
な

ど
電
電
公
社
が
発
行
し
た
す
べ
て
の
債

券
は
、
そ
の
ま
ま

N
T
T
が
引
き
継
ぎ

元
金
・
利
息
は

N
T
T
が
お
支
払
い
い

た
し
ま
す
。

新
会
社
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
お
客

さ
ま
の
手
続
き
は
不
要
で
す
。

N
T
T
甲
府
電
報
電
話
局

「
な
ま
け
る
」
と
い
う
と
と
は
、
な

に
か
に
つ
け
て
も
良
く
な
い
と
と
で
す
り

防
火
の
場
合
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

火
の
後
し
ま
つ
を
し
な
い
。
ガ
ス
の
元

せ
ん
を
し
め
な
い
。
火
気
の
ま
わ
り
を

片
づ
け
た
方
が
良
い
の
は
知
っ
て
い
て

も
、
め
ん
ど
v

つ
が
っ
て
や
ら
な
い
な
ど
。

イ
ソ
ッ
プ
物
語
に
出
て
く
る
、
ア
リ
と

キ
リ
ギ
リ
ス
の
話
は
、
な
に
も
子
供
向

け
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

(
風
呂
場
の
惨
事
)

ご
主
人
の
た
め
に
、
風
呂
を
沸
か
し

て
お
乙
う
と
、
ガ
ス
に
点
火
し
た

Y
子

さ
ん
。
風
目
が
沸
く
ま
で
に
と
夕
食
の

準
備
に
と
り
か
か
っ
て
い
た
が
、
間
も

な
く
風
呂
場
の
方
か
ら
パ
チ
パ
チ
と
い

う
音
、
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
て
行
っ

て
見
る
と
、
風
呂
場
は
煙
が
も
う
も
う

D

と
れ
は
、

Y
子
さ
ん
が
風
呂
K
水
を
入

れ
た
と
思
い
こ
み
、
空
だ
き
し
て
し
ま

っ
た
の
だ
が
、
火
を
つ
け
る
前
に
「
ち

ょ
っ
と
」
水
の
確
認
を
し
て
い
れ
ば
と

悔
ま
れ
る
口
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
安

易
な
怠
け
心
が
、
し
ば
し
ば
火
事
を
招

い
て
い
ま
す
。
甲
府
地
区
消
防
本
部

『市
ス
ト
ぬ
フ
包
ル
邸
但
』ヘ

科
学
万
博
は
二
十
一
世
紀
を
想
定
し

た
夢
の
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
と
も
言
わ
れ
ま

す
が
、
郵
政
省
で
は
乙
れ
を
機
会
に
手

紙
の
も
つ
特
質
を
活
用
し
、
二
十
一
世

紀
(
昭
和
七
十
六
年
)
元
旦
以
降
に
配

達
す
る
「
未
来
へ
の
夢
の
郵
便
ポ
ス
ト

カ
プ
セ
ル
二

0
0
こ
を
実
施
す
る
乙

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

乙
の
施
策
は
、
十
六
年
後
の
未
来
に

向
け
て
手
紙
を
出
す
と
い
う
き
わ
め
て

フ
ァ
ン
タ
ジ
ツ
ク
な
施
策
で
あ
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
十
六
年
(
二

O
O
一

年
)
後
の
未
来
を
、
夫
に
妻
に
お
子
さ

ま
に
そ
し
て
お
孫
さ
ま
等
々
に
、
思
い

思
い
の
未
来
を
描
き
、
と
の
ポ
ス
ト
カ

プ
セ
ル
郵
便
二

O
O
一
に
託
す
乙
と
も

面
白
い
試
み
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

つ
き
ま
し
て
は
、
ど
家
族
が
挙
げ
て

乙
の
施
策
に
参
画
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ζ

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

実
施
期
間

昭
和
六
十
年
三
月
十
六
日
か
ら
同
年

九
月
十
六
日
ま
で
。

差
出
し
方
法

「
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
便
」
を
、
適

宜
の
封
筒
(
切
手
不
要
)
に
納
入
し
、

そ
の
封
筒
の
表
面
に
は
、
次
の
と
お
り

「
三

0
0
|
五
一
科
学
万
博
郵
便
局
」

及
、
び
ポ
ス
ト
カ
プ
セ
ル
郵
便
在
中
の
旨

を
記
し
、
郵
便
局
又
は
ポ
ス
ト
に
お

出
し
下
さ
い
。

応募用封筒
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側紙鰍鰍鰍紙仮調保健衛生だより鰍鰍鰍鰍鰍鰍鰍

実施日 受付時間 該 当 児 |場所

6月19日りN 午後 1時
昭和59年 5月生まれ 1中央

8月生まれ

~月 20町 --2時| 昭和 畔11月生まれ|公民館
昭和60年 2月生まれ

持 ち 物 母子手帳・筆記用具

日 時 6月 1日(土)・ 15日(土)

午前 9時--11時30分

場 所 中央公民館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行し、健康についての相談にお答えしていま

すのでお気軽にお出かけください。

日

間

所

者

物

施

象

ち

実

時

場

対

持

第 1回… 6月 3日(月)第 2回… 6月10日(月)

午後 1時 30分~

中央公民館( 1階和室)

妊娠 5か月以降の妊婦

母子手帳・体操のできる服装・テキスト代 300円

実施日

受付時間

場 所

該当児

6月12日(水)

午後 1時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和57年 3月 1日~昭和57年 5月31日までの出

生児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 3歳児健康診査票・食べものについ持ち物

ての質問票

※尿検査がありますのでご承知おきください。

6月28日(金)

午後 1時--2時

中央公民館(受付は講堂でします)

昭和55年 1月 1日~昭和55年 4月30日までの出

生児、及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきくださし」

献血 に こ 協 力 を /

実施日

受付時間

場 所

該当児

いま輸血を必要としている生命を守るため新鮮な血液が毎

日必要となっています。しかし血液はつくれません。献血に

ど協力ください。

日 時 6月 6日(木)午前 9時30分~午後 3時30分

(ただし、 11時30分--12時30分までは受付を休

ませていただきますのでど了承ください。)

場 所 昭和町役場前

日 時 6月 27日(木)午後 1時--2時

場 所 中央公民館

該当児 ・ I期……昭和57年 9月 1日~昭和58年 2月28

日までの出生児口

err期…… I期 3回を完了して 1年から 1年 6

か月以内の者0

・昭和56年 3月 1日~昭和57年 8月31日までの

出生児で未接種者。

持ち物 母子手帳・問診票

<注意事項>

。前夜と当日の体温は必ずはかつてください。

。問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてくださいo

O 接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱しているもの、または著しい栄養障害者

2.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

3. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した人。

4.はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の人。

回数 実施日 受付時間 該 当 児 場所 |

初回接種 6月 7日 昭和56年 6月 1日~昭

( 1回目) (金) 和57年 5月31日までの 中央

初回接種 6月14日
午後 出生児。 公民館

(2回目) (金)
1時~

1年後の追 上記いづれ 2 時 I~戸主初巨隠種を 2 回済
加接種 かの日 ませている者。

持ち物 母子手帳・問診票

※日本脳炎予防接種は任意の予防接種ですので、接種は保護

者の希望により4示、ます。

※上記該当児以外の者であっても 3歳以上の幼児であれば接

種できますので希望者は役場保健課へ問診票を取りにきて

ください。

<注意事項>

。前夜と当日の体温は忘れずにはかつてください。

。問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。

。接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1.発熱している人、または著しい栄養障害者。

2.はしか・ BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か月以内

の人。

3. 3種混合予防接種を受けてから 2週間以内の人。

4. 1年以内にけいれん、ひきつけを起乙した人。

5.心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている人。

日時 6月 28日(金)

午前10時20分--10時25分

場 所 旧役場前(ボクシング練習場)

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでしっか

り封をして《ださい。



町
大
き
字
の
辞
書
買
ひ
求
む
春
の
ふ
一

く
。
④
学
校
の
仲
間
と
は
別
の
仲
間
が
時
し
だ
れ
桜
表
札
大
き
く
変
り
居
る

い

て

楽

し

い

学

習

の

場

と

な

る

。

短

所

叩

磯

部

信

与

と
し
て
は
、
①
子
ど
も
の
体
力
、
能
力
仇
花
散
ら
す
風
を
鎮
め
て
月
上
る

に
無
理
が
か
か
る
こ
と
が
多
い
。
②
学
一
湧
き
つ
づ
く
水
き
ら
き
ら
と
桜
散
る

校

の

正

規

の

学

習

を

ゆ

る

が

せ

に

し

て

、

町

伊

藤

春

江

学
校
で
息
ぬ
き
塾
で
勉
強
K
な
り
か
ね
仰
京
言
禁
引
き
入
れ
ら
れ
て
花
の
広

な
い
。
③
学
校
と
学
習
塾
と
の
学
習
の
内
旅
衣
濡
る
る
に
ま
か
せ
た
花
の
雨

進

度

や

指

導

に

相

違

が

あ

る

乙

と

が

し

向

井

上

ま

さ

江

ば
し
ば
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
乙
と
を
親
叩
薫
風
や
今
日
よ
り
村
が
町
と
な
る

は
よ
く
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
す
か
。
問
花
冷
や
日
没
ま
で
の
農
作
業

お
け
い
こ
塾
は
見
方
に
よ
っ
て
は
、

ω

長
田
そ
の
子

子
ど
も
た
ち
の
文
化
的
な
芸
能
的
な
学
問
枕
位
置
変
え
て
桜
を
母
に
見
せ

習
の
場
で
あ
る
と
も
い
え
ま
す
。
お
け

w

花
名
所
亡
母
と
来
た
日
の
場
所
に
、
正
つ

い

乙

ど

と

は

、

子

ど

も

の

素

質

を

伸

ば

時

小

沢

百

合

子

し
た
り
、
情
操
を
高
め
た
り
す
る
乙
と

m

春
本
や
波
鳴
戸
に
映
る
蒸
れ
稿

を
ね
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
例
咲
き
崩
れ
草
取
る
・
局
に
牡
丹
散
る

考
え
た
い
と
と
は
そ
の
子
ど
も
が
お
け

w

河

田

好

子

い
乙
ご
と
を
と
お
し
て
、
自
分
で
興
味
山
手
に
す
く
ふ
ほ
ど
の
落
花
や
石
畳

を
も
ち
、
自
由
に
伸
び
伸
び
や
る
乙
と
仰
ふ
と
風
に
散
る
花
の
香
を
深
く
吸
ふ

が

大

切

で

す

。

そ

の

乙

と

に

よ

っ

て

、

問

輿

石

ざ

車

代

子
ど
も
自
身
が
そ
の
お
け
い
こ
ど
と
を

ω

野
路
う
ら
ら
背
負
子
の
幼
な
う
し

楽
し
み
、
自
分
の
も
の
と
し
て
身
に
つ

ω

ろ
向
き

け
て
い
く
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
的
タ
桜
忠
は
ぬ
人
に
逢
え
そ
う
な

そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
美
し
い
も
の

m

内
藤
ふ
く
次

を
美
し
い
と
感
じ
、
み
に
く
い
も
の
を
開
成
碧
し
落
花
に
立
ち
て
ふ
り
仰
ぐ

み
に
く
い
と
感
ず
る
心
が
育
ち
、
心
豊
似
花
五
分
に
庭
事
の
帯
を
胸
高
に

か

な

生

活

が

送

れ

る

よ

う

人

間

と

し

て

ゆ

松

岡

満

子

の
成
長
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
乙
と
に
判
二
十
四
将
偲
ぶ
廃
嘘
の
花
曇
り

な
る
で
し
ょ
う
。

ω

菩
提
寺
の
花
満
開
や
入
壇
式

伺

薬

袋

花

枝

、
』
貌
こ

な
る
た
め
に

ト
4
V

パ
ノ
ト
4
V

わ

《
塾
と
子
ど
も
》

つ

H
H
塾
、
が
よ
い
は
親
の
み
え
や

期
待
過
剰
で
は
ど
う
も

l

よし

学
歴
社
会
は
受
験
競
争
を
激
し
く
さ

せ
、
親
の
競
争
心
や
虚
栄
心
で
自
分
の

子
ど
も
を
よ
そ
の
子
に
負
け
さ
せ
た
く

な
い
、
そ
ん
な
気
持
で
塾
へ
や
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

塾
に
は
教
科
の
学
習
を
中
心
と
す
る

学
習
塾
と
、
お
け
い
ζ

ご
と
を
中
心
と

す
る
お
け
い
こ
塾
が
あ
り
ま
す
が
、
塾

へ
通
わ
せ
る
乙
と
が
よ
い
か
悪
い
か
は
、

簡
単
に
は
い
い
き
れ
ま
せ
ん
。
塾
の
長

所
や
短
所
を
よ
く
知
っ
て
親
は
対
応
す

る
乙
と
が
大
切
で
す
。
塾
の
長
所
と
し

て
は
、
①
比
較
的
小
人
数
で
あ
る
た
め

に
指
導
者
の
目
が
よ
く
と
ど
く
、
②
子

ど
も
た
ち
の
発
言
の
機
会
も
多
く
能
力

に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
。

③
予
習
、
復
習
が
で
き
学
校
の
学
習
と

の
関
連
を
も
ち
、
子
ど
も
に
自
信
が
つ
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合
民
自
冒
@
細
間挙ラ

*
*
魚
の
鮮
度
の
見
分
け
方
*
*

魚
は
一
般
に
エ
ラ
か
ら
悪
く
な
り
ま

す
。
新
し
い
時
に
は
、
き
れ
い
な
血
液

の
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
古
く
な
る
と

茶
褐
色
あ
る
い
は
黒
味
を
お
び
て
き
ま

す
。
そ
し
て
、
、
だ
ん
だ
ん
と
ち
ぢ
ん
で

い
き
、
し
ま
い
に
は
傘
の
骨
の
よ
う
に

開
い
て
き
ま
す
。

逆
に
鮮
度
の
よ
い
魚
は
、
ひ
れ
に
弾

力
と
反
発
力
が
あ
り
、
軽
く
た
た
く
と
、

ハ
ネ
返
り
ま
す
。
古
い
魚
は
眼
が
と
ろ

ん
と
し
て
い
ま
す
。

-vお
め
で
ピ
う

昭
和
六
十
年
四
月
一
日

i
四
月
三
十

日
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(みなづき)水無月JUNE 

第 5団地区対抗ママさんソフト

会(西条小)

人権擁護相談日

AMlO--PM3 (中央公民館)

乳児健康診査(中央公民館)

乳児健康診査(中央公民館)

3種混合予防接種(中央公民館)

5歳児健康診査(中央公民館)

不用犬猫収集日(旧役場前)

父の日

16 母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)

海外移住の日
17 

第14団地区対抗年令別ソフト大会
(釜無・西条小〕

第14団地区対抗年令別バレー大会
(女子)(町民体育館)

町内あきかん等一斉収集日

安産教室(中央公民館)
18 

19 

20 ひとり暮らし老人に対する食事

サービス

至夏
21 

22 日本脳炎予防接種(中央公民館)

オリンピック
ァー23 

24 

25 
安産教室(中央公民館)

26 

27 
3歳児健康診査(中央公民館)

貿易記念日

28 

29 
日本脳炎予防接種(中央公民館)

30 
母子手帳交付及び一般健康相談

日(中央公民館)

わ-つよし報広

@⑧§ 

気象記念日
電波の日
写真の日

横浜開港記念

日2 

3 

歯の衛生週間

4 
世界環境デ一

環境週間5
 種で6 

計量記念日
ア

8 

9 

時の記念日
10 

梅入11 

12 

13 

14 

15 

※
。
コ
ミ
は
必
ず
町
指
定
の
紙
袋
ま
た
は
荷

一
札
を
使
っ
て
出
す
乙
と
に
な
っ
て
い
ま
す

一
が
、
ま
だ
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
指
定
以
外
の
紙

一
袋
な
ど
で
出
す
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

-
き
ま
り
を
守
っ
て
清
潔
で
住
み
よ
い
町

c

つ

く
り
に
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

※
乙
れ
か
ら
暑
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、

悪
臭
等
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
台

所
な
ど
の
生
ゴ
ミ
は
十
分
に
水
切
り
を
し

て
か
ら
出
す
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い

も
1
1
1
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